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家族 が そ の機 能を 縮 小 す る にっ れて 、 リ ソ ～ス と して の社 会的 ネッ ト ワ ーク の

形成 が 必 要i な って きて い る。 こ の 社会 的 ネ ット ワ ークに は 、家 族を 原点 と す る ネッ ト ワ

～ クと 個 人を 原 点 と する ネ ット ワ ークが あ るが 、 女 性 にお け る両 者 の 関 係を 探 るこ と に よ

り 、 ネ ット ワ ーク形 成 に あ たっ て の 今後 の 課題 が 明 ら かに な ると 考え 、本 研 究を 行 っ た。

方 法　　 中 国・ 四 国 地 域５ 県 の25 歳 以 上 の女 性１、439 人 を 対 象 に質 問 紙 に よ る調 査を19

Ｈ 年８　~ 10 月 に 実施 し た。 調 査内 容は 、Ｉ ネッ ト ワ ーク の 構造 的 特性 、n ネ ット ワ ーク の

機 能 的 特性 、 Ⅲ ネッ ト ワ ーク の自 己 評 価、Ｎ ネ ット ワ ーク の形 成 意識 から な る。 本 報 にお

い て は、 全 体的 分析 に つい て の 結果 を 報 告 する。

結 果　　　Ｉ 構 造的 特 性：　リ ン ケ ージ 別接 触 人 数、 媒 体別 接 触 人数を み たか 、 全 ネッ ト ワ

ーク 人 数の 平均 は61.1 人 で あ る。 近 住度 の 順 位は 、 家 族ネ ット ワ ーク の方 が 高い 。　Ⅱ 機 能

的 特 性： 日 常時 の リ ン ケ ージ の活 性化 状 況 は、 家 族 リ ンケ ージ の方が 高い が、 個 人 リ ン ケ

ージ か30 ％ 以 上 みら れ る接 触内 容 も ある 。 緊 急時 リ ン ケ ージ 活 性化 状 況は 、 家族 リ ン ケ ー

ジ が 優位 を 占め る が、 公 共 機関 、 幼 なじ み・ 同 窓生 リ ンケ ージの 活性 化 も みら れ る。 Ⅲ 自

己 評価： 全 体とし て は 家 族 ネット フ ーグ が 高い が、 リ ン ケ ー ジに より 接 触 度順 位、 親密 度

順位 、 依 存度 順 位は 異 な る。IV 形 成意 識： 個 人 ネッ ト ワ ー ク拡 大希 望 の方 が 高 いが 、 拡 大

努力 は 、義 務的 な行 事 へ の参 加 の方 が 積 極的 で、 自 主的 形 成 努力 は 十 分 とは いえ ない 。
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